
河原町商店街振興組合若手メンバーの取り組み

〜河原町マルシェ実行委員会による賑わいのある商店街の創出〜

令和２年２月１４日

河原町商店街振興組合



河原町商店街振興組合の概要

■ 地下鉄河原町駅があり利便性が
良くベットタウンとなっておりまた
昔からの住民も多く、各世代の
構成はバランスが取れている

■ しかし飲食店や一部の店舗を除
いては顧客獲得は難しく物販に
おいては難しいものとなっている



これまでの取組

毎年８月に実施する夏祭り 年末大売り出し



これまでの地域の課題

■ 大型商業施設により、客が流れてしまっている

■ 大きな商店街に挟まれている為。人が流れてこない

■ 認知されてはいるが、態々足を運んでくる場所ではなくなってしまった

■ 新しい取り組みを行ってこなかった



河原町マルシェ



河原町マルシェとは
【コンセプト】
青果市場のあった時代の賑わいをもう一度を基本とし、まず
は商店街をより多くの方に歩いてもらい街の持つ魅力を再
発見してもらう
そして、外部からも出店者を募り、外部の人たちに来てもら
い河原町の良さを知ってもらう

【場所】

河原町商店街通りの店舗前スペースや空き地を利用する

【協力】

河原町町内会、子供会、老人会、小学校など

【後援】

陽光ビルサービス、若林区役所



イベント内容

■ マルシェ・・・・・・・・・商店街内外問わず、様々な出店者が物販や飲食店のブースを展開

■ 丼フェス・・・・・・・・・商店街の米屋が数種類の新米を炊き、外部の出店者など６店舗が

“あたま”を用意

年齢や性別を問わず様々な丼ものを楽しんでもらう

■ 鮪の解体ショー・・・“三陸塩竈ひがしもの”のマグロを使用した解体ショー。ブランドマグロを

用いた催しに世代関係なく楽しんでもらう

お振舞いやマグロの柵が当たる抽選会も実施



河原町マルシェの風景



イベント風景写真

丼フェス 鮪の解体ショー



実施体制

河原町マルシェ実行委員会 実行委員長

広報

調整

事務制作３０〜４０代の若手メンバー

理事長・理事会への報告

SNSの情報発信
チラシ・ポスターの配布

各個店や出店者への協力依頼
出店数の調整

企画・チラシ・ポスターの考察
会計・補助金の手続きetc…



実施スケジュール

若林役所まちづくり推進課と打合せ

SNSでの呼びかけ・各団体への声がけ

企画決定

当日ッッ！！！

チラシポスターを配布・SNS投稿

商店街振興組合理事会に報告

実施期間：９〜１０月
毎週木曜日・・・企画・運営会議（9/12,19,26,10/3,10,17）

９月 １０月



実施結果

■ プラスなこと

・延べ“２６００人”の来街者

・地域の盛り上がりを作れた

・住人の方から次を望む声を多数寄せられイベントのファンを獲得した

・出店者の方からも次回また出店したいなどの好評価をいただけた

・マルシェきっかけのお客様も見られ、イベントの効果が各店舗に見られた

■マイナスなこと

・本業との平行で当日動けるメンバーの確保が難しかった。



苦労した事・やって良かった事

■ 進行管理、準備が大変だった

・各々が本業をしながらの為、会議の出席率にばらつきがあった

・その為、時間に余裕がなく、常にギリギリでの調整を行わなくてはいけなかった

■ メンバーの連帯感が高まった

・補助事業以外での関わりが増えた

・その結果、商店街の繋がりがより強固なものになり一体感のある盛り上がりを作る事ができた

■ 多くの人が河原町に足を運んでくれた

・街を歩いてもらい、商店街を知ってもらう事ができた

・新たな顧客の獲得に繋がるきっかけが出来た



今後の課題・展望

■実行委員会の人数の増加

・一人一人の負担の軽減

・若手みんなで新しい街づくりをしていきたい

・進行管理・スケジュールをスムーズ化したい

■ 年３回、河原町マルシェの継続的な実施

・恒例行事にして継続化することによって、街に人を惹きつけファンを

増やしていきたい為

■周辺地域・商店街とのコラボ

・１つより２つ、３つの力で周辺地域も盛り上げていきたい

・地元の大学などとの産学連携



ご静聴ありがとうございました


